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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
性感染症サーベイランスに関する研究成果を、3つの項目にまとめた。
感染症発生動向調査の改善に関して研究成果を踏まえた提言を行った。一部はシステム改善の機会などに既に反映されている。
地方自治体において性感染症に関する同調査の結果活用を推進するために、現状や困難点に関する全国調査、研修会開催、結果活用に関するガイドライン案の作成などを行った。
症例報告による感染症発生動向調査を補完あるいは改善を図るため、諸外国の状況国際的ガイドライン等も参考として、他の動向把握方策などを検討した。
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